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小
田
英
郎
教
授
略
歴

小田英郎教授略歴・主要業績

昭
和
八
年
三
月
三
〇
日

昭
和
二
六
年
三
月

昭
和
三
二
年
三
月

昭
和
三
六
年
三
月

昭
和
三
七
年
四
月

昭
和
三
九
年
三
月

昭
和
四
〇
年
四
月

昭
和
四
三
年
四
月

昭
和
四
三
年
九
月

昭
和
四
六
年
九
月

昭
和
四
七
年
一
〇
月

昭
和
四
八
年
四
月

昭
和
四
九
年
四
月

昭
和
五
九
年
七
月

平
成
九
年
三
月

平
成
九
年
四
月

　
　
　
　
　
同
月

　
東
京
都
に
生
ま
れ
る

東
京
都
立
青
山
高
等
学
校
卒
業

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
政
治
学
科
卒
業

慶
磨
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
政
治
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
（
法
学
修
士
）

慶
磨
義
塾
大
学
法
学
部
助
手
（
大
学
院
博
士
課
程
在
籍
の
ま
ま
）

慶
庵
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
政
治
学
専
攻
博
士
課
程
単
位
取
得
・
満
期
退
学

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
専
任
講
師

慶
庵
義
塾
大
学
法
学
部
助
教
授

米
国
ボ
ス
ト
ン
大
学
ア
フ
リ
カ
研
究
セ
ン
タ
ー
訪
問
研
究
員
（
～
昭
和
四
四
年
六
月
）

法
学
博
士
（
慶
鷹
義
塾
大
学
）
の
学
位
取
得

慶
旛
義
塾
賞
受
賞
（
著
書
『
現
代
ア
フ
リ
カ
の
政
治
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
i
』
新
泉
社
・
に
よ
り
）

慶
旛
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

慶
鷹
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
委
員
を
兼
ね
る

慶
鷹
義
塾
大
学
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
を
兼
ね
る
（
～
平
成
元
年
九
月
）

選
択
定
年
制
に
よ
り
慶
慮
義
塾
を
退
職

慶
鷹
義
塾
大
学
名
誉
教
授

敬
愛
大
学
国
際
学
部
長
・
教
授
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慶
慮
義
塾
体
育
会
関
係

昭
和
四
七
年
四
月
　
慶
慮
義
塾
体
育
会
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
長

昭
和
六
三
年
四
月
　
慶
慮
義
塾
体
育
会
野
球
部
長
（
～
平
成
九
年
三
月
）

（
～
昭
和
六
二
年
三
月
）

他
大
学
へ
の
関
与

東
京
歯
科
大
学
非
常
勤
講
師
（
「
政
治
学
」
昭
和
三
八
年
度
～
昭
和
四
一
年
度
）

明
治
学
院
大
学
法
学
部
非
常
勤
講
師
（
「
ア
フ
リ
カ
事
情
」
昭
和
五
一
年
度
）

北
九
州
大
学
法
学
部
非
常
勤
講
師
（
集
中
講
義
「
ア
フ
リ
カ
研
究
」
「
ア
フ
リ
カ
国
際
政
治
論
」
昭
和
五
三
年
度
、
　
昭
和
六
一
年
度
、

　
成
二
年
度
、
平
成
六
年
度
）

東
京
都
立
大
学
法
学
部
非
常
勤
講
師
（
「
ア
フ
リ
カ
現
代
史
」
昭
和
五
四
年
度
～
昭
和
六
〇
年
度
）

東
京
大
学
法
学
部
非
常
勤
講
師
（
「
ア
フ
リ
カ
の
政
治
」
昭
和
五
六
年
度
、
昭
和
五
九
年
度
、
昭
和
六
三
年
度
、
平
成
四
年
度
）

青
山
学
院
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
（
「
ア
フ
リ
カ
現
代
史
」
昭
和
五
九
年
度
～
昭
和
六
一
年
度
）

放
送
大
学
客
員
教
授
（
「
比
較
政
治
H
／
第
三
世
界
の
政
治
」
昭
和
五
七
年
度
～
平
成
四
年
度
）

神
戸
大
学
法
学
部
非
常
勤
講
師
（
集
中
講
義
「
第
三
世
界
論
」
昭
和
六
〇
年
度
）

京
都
大
学
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
（
昭
和
六
二
年
度
～
平
成
七
年
度
）

早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
非
常
勤
講
師
（
「
政
治
学
研
究
／
ア
フ
リ
カ
の
政
治
」
平
成
四
年
度
～
八
年
度
）

神
戸
大
学
大
学
院
国
際
協
力
研
究
科
非
常
勤
講
師
（
集
中
講
義
「
ア
フ
リ
カ
政
治
論
」
平
成
七
年
度
～
現
在
に
至
る
）

平

370

学
会
関
係

日
本
ア
フ
リ
カ
学
会
理
事
（
昭
和
五
三
年
四
月
～
現
在
に
至
る
）

日
本
ア
フ
リ
カ
学
会
副
会
長
（
平
成
二
年
四
月
～
平
成
八
年
三
月
）



日
本
ア
フ
リ
カ
学
会
会
長
（
平
成
八
年
四
月
～
現
在
に
至
る
）

日
本
国
際
政
治
学
会
理
事
（
平
成
四
年
一
〇
月
～
平
成
六
年
九
月
）

日
本
ナ
イ
ル
・
エ
チ
オ
ピ
ア
学
会
（
現
・
評
議
員
）

ア
ジ
ア
政
経
学
会
（
元
・
評
議
員
）

日
本
政
治
学
会

小田英郎教授略歴・主要業績

社
会
的
活
動

東
京
六
大
学
野
球
連
盟
理
事
（
昭
和
六
三
年
度
～
平
成
八
年
度
）

東
京
六
大
学
野
球
連
盟
理
事
長
（
平
成
元
年
度
、
平
成
七
年
度
）

全
日
本
大
学
野
球
連
盟
常
務
理
事
（
平
成
六
年
度
～
現
在
に
至
る
）

全
日
本
大
学
野
球
連
盟
副
会
長
（
平
成
八
年
度
～
現
在
に
至
る
）

ア
フ
リ
カ
基
金
運
営
委
員
（
昭
和
五
九
年
四
月
～
現
在
に
至
る
）

ア
フ
リ
カ
支
援
基
金
運
営
委
員
（
平
成
八
年
六
月
～
現
在
に
至
る
）

野
間
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
奨
学
金
選
考
委
員
（
現
在
）

ア
ジ
ア
教
育
文
化
交
流
協
会
評
議
員
・
奨
学
生
選
考
委
員
（
現
在
）

佐
倉
市
国
際
文
化
大
学
運
営
委
員
（
現
在
）

（
平
成
九
年
八
月
三
一
日
現
在
）
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小
田
英
郎
教
授
主
要
著
作
目
録

一
、
著
　
書

［
単
　
著
］

『
現
代
ア
フ
リ
カ
の
政
治
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
i
』

同
　
増
補
版

『
ア
フ
リ
カ
現
代
史
㎜
　
中
部
ア
フ
リ
カ
』
（
世
界
現
代
史
⑮
）

『
ア
フ
リ
カ
現
代
政
治
』

［
編
著
書
］

『
七
〇
年
代
南
部
ア
フ
リ
カ
の
政
治
・
経
済
変
動
』

『
比
較
政
治
H
　
第
三
世
界
の
政
治
』

『
第
三
世
界
の
政
治
ー
比
較
地
域
政
治
論
』

『
ア
フ
リ
カ
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
関
係
の
史
的
展
開
』
（
矢
内
原
勝
と
共
編
）

『
ア
フ
リ
カ
の
政
治
と
国
際
関
係
』
（
講
座
　
ア
フ
リ
カ
の
二
一
世
紀
③
）

『
ア
フ
リ
カ
　
そ
の
政
治
と
文
化
』

『
中
東
・
ア
フ
リ
カ
現
代
政
治
』
（
富
田
広
士
と
共
編
）

『
ア
フ
リ
カ
』
（
国
際
情
勢
べ
ー
シ
ッ
タ
シ
リ
ー
ズ
④
）

［
共
著
書
］

　
　
　
新
泉
社
　
昭
和
四
六
年

　
　
慶
鷹
通
信
　
昭
和
五
〇
年

　
山
川
出
版
社
　
昭
和
六
一
年

東
京
大
学
出
版
会
　
平
成
元
年

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

　
　
　
　
　
旺
文
社

日
本
放
送
出
版
協
会

　
　
　
　
　
　
平
凡
社

　
　
　
　
　
勤
草
書
房

　
　
　
　
　
慶
鷹
通
信

　
　
　
　
　
勤
草
書
房

　
　
　
　
自
由
国
民
社

昭
和
五
六
年

昭
和
五
七
年

昭
和
六
三
年

　
平
成
元
年

　
平
成
三
年

　
平
成
五
年

　
平
成
五
年

　
平
成
八
年
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『
世
界
の
議
会
⑩
　
ア
フ
リ
カ
』

［
共
同
監
修
］

『
ア
フ
リ
カ
を
知
る
事
典
』

ぎ
ょ
う
せ
い
　
昭
和
五
八
年

平
凡
社
　
平
成
元
年

［
事
典
・
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
類
］

『
中
国
政
治
経
済
総
覧
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ジ
ア
政
経
学
会
　
昭
和
三
九
年
～
昭
和
四
五
年

『
中
国
総
覧
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ジ
ア
調
査
会
　
昭
和
四
六
年
～
昭
和
五
〇
年

同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霞
山
会
　
昭
和
五
三
年
～
昭
和
五
九
年

『
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ィ
ビ
！
エ
ス
・
ブ
リ
タ
ニ
カ
（
株
）
　
昭
和
四
七
年
～
昭
和
五
〇
年

『
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
年
鑑
』
（
一
九
七
五
年
版
～
】
九
九
二
年
版
）
テ
ィ
ビ
ー
エ
ス
・
ブ
リ
タ
ニ
カ
年
鑑
（
株
）
　
昭
和
五
〇
年
～
平
成
四
年

『
国
際
年
報
』
一
三
巻
～
二
一
巻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
国
際
問
題
研
究
所
　
昭
和
五
〇
年
～
昭
和
六
二
年

『
現
代
政
治
学
の
基
礎
知
識
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
斐
閣
　
昭
和
五
〇
年

『
世
界
歴
史
　
図
詳
ガ
ッ
ケ
ン
・
エ
リ
ア
教
科
事
典
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
習
研
究
社
　
昭
和
五
一
年

『
現
代
用
語
の
基
礎
知
識
』
（
一
九
七
九
年
版
～
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
由
国
民
社
　
昭
和
五
四
年
～

『
世
界
伝
記
大
事
典
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
る
ぷ
出
版
　
昭
和
五
六
年

『
西
洋
人
名
事
典
』
（
増
補
版
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
波
書
店
　
昭
和
五
六
年

『
ア
フ
リ
カ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
タ
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
談
社
　
昭
和
五
八
年

『
国
際
政
治
経
済
の
基
礎
知
識
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
斐
閣
　
昭
和
五
八
年

『
大
百
科
事
典
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
凡
社
　
昭
和
五
九
年
～
昭
和
六
〇
年

『
日
本
大
百
科
全
書
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
学
館
　
昭
和
五
九
年
～
昭
和
六
〇
年

373



法学研究71巻1号（’98：1）

『
平
凡
社
　
百
科
年
鑑
』

『
国
際
教
育
事
典
』

『
現
代
政
治
学
事
典
』

『
日
本
史
大
事
典
』

『
国
際
政
治
経
済
辞
典
』

（
一
九
八
六
年
版
～
）

［
翻
訳
書
］

〈
単
独
訳
書
v

G
・
W
・
シ
ェ
パ
ー
ド
『
ア
フ
リ
カ
民
族
主
義
の
政
治
的
構
造
』

」
・
マ
ケ
『
ア
フ
リ
カ
ー
そ
の
権
力
と
社
会
』

〈
共
訳
書
V

H
・
L
・
ボ
ア
ー
マ
ン
編
『
現
代
中
国
ー
そ
の
実
体
と
分
析
』

B
・
1
・
シ
ュ
ウ
ォ
ル
ツ
『
中
国
共
産
党
史
－
中
国
共
産
主
義
と
毛
沢
東
の
台
頭
』

F
・
ノ
サ
ー
ル
『
発
信
地
－
北
京
』
（
石
川
忠
雄
と
共
訳
）

D
・
E
・
ア
プ
タ
ー
編
『
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
現
代
政
治
』

　
平
凡
社
　
昭
和
六
一
年
～

　
　
　
ア
ル
タ
　
平
成
三
年

ブ
レ
ー
ン
出
版
　
平
成
三
年

　
　
　
平
凡
社
　
平
成
四
年

　
　
東
京
書
籍
　
平
成
五
年

慶
磨
通
信

　
平
凡
社

　
　
　
　
　
　
　
日
本
外
政
学
会

（
石
川
忠
雄
と
共
訳
）
　
慶
磨
通
信

　
　
　
　
　
　
　
　
時
事
通
信
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
慮
通
信

昭
和
四
一
年

昭
和
四
八
年

昭
和
三
四
年

昭
和
三
九
年

昭
和
三
九
年

昭
和
四
三
年

374

二
、
論
　
文

［
単
行
書
収
録
論
文
］

「
現
代
ア
フ
リ
カ
の
政
治
と
軍
部
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
慶
磨
義
塾
大
学
地
域
研
究
グ
ル
ー
プ
編
『
変
動
期
に
お
け
る
軍
部
と
軍
隊
』

「
ア
メ
リ
カ
の
ア
フ
リ
カ
政
策
ー
ケ
ネ
デ
ィ
ー
政
権
に
い
た
る
そ
の
形
成
と
展
開
」

慶
慮
通
信
、
昭
和
四
三
年
）

F
：



小田英郎教授略歴・主要業績

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
慶
膳
義
塾
大
学
地
域
研
究
グ
ル
ー
プ
編
『
ア
メ
リ
カ
の
対
外
政
策
』
鹿
島
出
版
会
、
昭
和
四
六
年
）

「
両
大
戦
間
期
ア
フ
リ
カ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
権
力
構
造
ー
二
つ
の
国
際
主
義
と
の
相
互
関
連
性
を
中
心
と
し
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
江
口
朴
郎
編
『
両
大
戦
間
の
国
際
政
治
と
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
昭
和
四
八
年
）

「
ア
フ
リ
カ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
国
家
建
設
ー
政
治
的
・
軍
事
的
側
面
を
中
心
と
し
て
」

　
　
（
外
務
省
中
近
東
ア
フ
リ
カ
局
ア
フ
リ
カ
課
『
ア
フ
リ
カ
ナ
イ
ゼ
！
シ
ョ
ン
の
政
治
・
軍
事
お
よ
び
経
済
的
側
面
』
、
昭
和
四
九
年
）

「
中
国
の
中
東
・
ア
フ
リ
カ
政
策
ー
そ
の
形
成
と
展
開
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
入
江
啓
四
郎
・
安
藤
正
士
編
『
現
代
中
国
の
国
際
関
係
』
日
本
国
際
間
題
研
究
所
、
昭
和
五
〇
年
）

「
現
代
ア
フ
リ
カ
の
政
軍
関
係
」
　
　
（
佐
藤
栄
一
編
『
政
治
と
軍
事
i
そ
の
比
較
史
的
研
究
』
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
昭
和
五
二
年
）

「
ア
フ
リ
カ
の
安
全
保
障
問
題
と
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
藤
栄
一
編
『
安
全
保
障
と
国
際
政
治
』
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
昭
和
五
七
年
）

「
ア
ン
ゴ
ラ
内
戦
1
そ
の
国
際
化
と
南
部
ア
フ
リ
カ
情
勢
へ
の
影
響
」

　
　
　
　
　
（
石
川
忠
雄
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
刊
行
委
員
会
『
現
代
中
国
と
世
界
ー
そ
の
政
治
的
展
開
』
慶
鷹
通
信
、
昭
和
五
七
年
）

「
現
代
ア
フ
リ
カ
の
国
際
紛
争
ー
オ
ガ
デ
ン
戦
争
の
一
考
察
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
木
戸
菊
・
蔵
重
毅
編
『
第
三
世
界
と
国
際
政
治
』
晃
洋
書
房
、
昭
和
五
八
年
）

「
南
部
ア
フ
リ
カ
問
題
を
め
ぐ
る
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
と
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
諸
国
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
林
晃
史
編
『
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
諸
国
と
南
部
ア
フ
リ
カ
解
放
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
昭
和
五
九
年
）

．
．
』
8
き
曽
＆
≧
ユ
8
”
ゆ
①
ぎ
巳
9
①
閃
轟
覧
①
評
昌
コ
R
筈
ご
、
、
（
9
－
き
9
0
び
雰
＞
o
峯
ぎ
』
§
§
げ
ぎ
還
画
讐
肉
＆
ミ
ご
謹
％
』
O
智
守
ミ

留
ミ
き
♂
、
昏
§
o
ミ
ら
q
り
ミ
ミ
ミ
｝
巴
9
冴
刃
ω
●
O
墨
臨
俸
＞
旨
o
一
9
≦
こ
】
W
o
巳
α
震
俸
r
o
コ
α
o
葺
≦
o
ω
ヨ
Φ
甕
ギ
①
ω
9
一
〇
〇。
9

「
国
家
の
形
成
と
民
族
」
　
　
　
　
（
川
田
順
造
編
『
黒
人
ア
フ
リ
カ
の
歴
史
世
界
』
民
族
の
世
界
史
⑫
、
山
川
出
版
社
、
昭
和
六
二
年
）

「
国
民
形
成
論
ー
ア
フ
リ
カ
の
事
例
に
つ
い
て
」
　
　
　
　
（
矢
野
暢
編
『
地
域
研
究
』
講
座
政
治
学
W
、
三
嶺
書
房
、
昭
和
六
二
年
）

「
分
離
と
統
合
の
諸
相
ー
ア
フ
リ
カ
し
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（
木
戸
翁
編
『
現
代
世
界
の
分
離
と
統
合
』
講
座
国
際
政
治
③
、
東
京
大
学
出
版
会
、

「
ア
フ
リ
カ
の
解
放
運
動
と
リ
ビ
ア
」
　
　
　
　
　
　
　
　
（
江
口
朴
郎
・
板
垣
雄
三
編
『
交
感
す
る
リ
ビ
ア
』
藤
原
書
店
、

「
九
〇
年
代
ア
フ
リ
カ
の
政
治
と
経
済
ー
民
主
化
と
自
由
化
」

　
　
　
　
　
　
　
（
小
林
薫
編
『
エ
リ
ア
・
ス
タ
デ
ィ
』
二
一
世
紀
へ
の
ニ
ュ
ー
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
第
八
巻
、
法
令
出
版
、

「
九
〇
年
代
南
部
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
政
治
体
制
と
民
主
化
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
林
晃
史
編
『
南
部
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
民
主
化
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、

「
日
本
の
ア
フ
リ
カ
政
策
ー
そ
の
一
考
察
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
川
端
正
久
編
『
ア
フ
リ
カ
と
日
本
』
勤
草
書
房
、

「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ア
フ
リ
カ
政
策
－
冷
戦
期
か
ら
ポ
ス
ト
冷
戦
期
へ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
林
晃
史
編
『
冷
戦
後
の
国
際
社
会
と
ア
フ
リ
カ
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、

「
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
独
立
」
　
（
歴
史
学
研
究
会
編
『
解
放
の
夢
r
大
戦
後
の
世
界
』
講
座
世
界
史
⑨
、
東
京
大
学
出
版
会
、

平
成
元
年
）

平
成
二
年
）

平
成
五
年
）

平
成
五
年
）

平
成
六
年
）

平
成
八
年
）

平
成
八
年
）

［
雑
誌
論
文
］

「
新
彊
を
め
ぐ
る
中
ソ
関
係
－
盛
世
才
の
時
期
を
中
心
と
し
て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
三
四
巻
六
号
、
昭
和
三
六
年
六
月

「
現
代
ア
フ
リ
カ
と
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
ー
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
主
体
性
の
問
題
を
中
心
と
し
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
三
七
巻
四
号
、
昭
和
三
九
年
四
月

「
ア
フ
リ
カ
社
会
主
義
に
つ
い
て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
民
主
社
会
主
義
研
究
』
五
七
号
、
昭
和
三
九
年
一
二
月

「
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
と
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
ー
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
三
八
巻
二
号
、
昭
和
四
〇
年
二
月

「
北
京
攻
勢
と
ア
フ
リ
カ
の
現
実
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
自
由
』
七
巻
二
一
号
、
昭
和
四
〇
年
一
二
月

、
、
O
霞
昌
露
O
o
一
一
昌
＜
①
あ
島
9
0
幻
①
巴
庄
8
9
a
ユ
8
）
、
、
§
ミ
ミ
ミ
騒
動
0
8
、
亀
ミ
織
』
ミ
騨
肘
ミ
』
魯
麩
き
§
唱
亀
§
く
o
一
」
Z
ρ
僧
O
g
」
8
①

「
中
華
人
民
共
和
国
の
ア
フ
リ
カ
政
策
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
四
〇
巻
三
号
、
昭
和
四
二
年
三
月

「
現
代
ア
フ
リ
カ
の
政
治
と
軍
部
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
四
〇
巻
八
号
、
昭
和
四
二
年
八
月
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「
新
生
諸
国
の
政
治
と
軍
部
　
　
現
代
ア
フ
リ
カ
の
軍
・
民
関
係
を
中
心
と
し
て
」
『
世
界
経
済
』
復
刊
二
二
五
号
、
昭
和
四
二
年
一
一
月

「
ア
フ
リ
カ
社
会
主
義
の
思
想
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
四
〇
巻
↓
二
号
、
昭
和
四
二
年
一
二
月

「
現
代
ア
フ
リ
カ
の
政
治
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
ア
フ
リ
カ
研
究
』
七
号
、
昭
和
四
三
年
一
〇
月

「
マ
！
カ
ス
・
ガ
ー
ヴ
ィ
ー
と
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
　
　
ガ
ー
ヴ
ィ
ー
主
義
の
一
考
察
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
四
二
　
巻
六
号
、
昭
和
四
四
年

「
W
・
E
・
B
・
デ
ュ
ボ
イ
と
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
　
　
一
九
〇
〇
～
一
九
一
九
年
ま
で
の
時
期
を
中
心
と
し
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
（
潮
田
江
次
先
生
追
悼
号
）
四
三
巻
一
〇
号
、
昭
和
四
五
年
】
○
月

「
前
期
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
盛
衰
と
ア
フ
リ
カ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
（
津
田
利
治
・
宮
崎
澄
夫
・
伊
藤
政
寛
教
授
退
職
記
念
号
）
四
四
巻
三
号
、
昭
和
四
六
年
一
〇
月

「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ア
フ
リ
カ
研
究
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
ア
フ
リ
カ
研
究
』
一
一
号
、
昭
和
四
六
年
九
月

「
政
治
的
宗
教
と
し
て
の
エ
ン
タ
ル
マ
イ
ズ
ム
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
歴
史
学
研
究
』
三
七
八
号
、
昭
和
四
六
年
一
］
月

「
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
政
治
的
潮
流
の
変
化
に
つ
い
て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
経
済
論
壇
』
一
七
巻
二
↓
号
、
昭
和
四
六
年
二
一
月

「
合
衆
国
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
研
究
の
現
状
と
黒
人
研
究
か
ら
の
挑
戦
」
　
　
　
　
　
　
『
世
界
経
済
』
二
七
巻
二
号
、
昭
和
四
七
年
二
月

「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
戦
略
・
戦
術
と
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
　
『
法
学
研
究
』
四
五
巻
六
号
、
　
昭
和
四
七
年
六
月

「
移
行
期
の
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
1
一
九
三
〇
年
代
か
ら
一
九
四
〇
年
代
前
半
の
時
期
を
中
心
と
し
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
法
学
研
究
』
四
六
巻
四
号
、
昭
和
四
八
年
四
月

「
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
運
動
の
展
開
に
つ
い
て
　
　
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
会
議
か
ら
〈
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ

　
ズ
ム
の
祖
国
〉
ガ
ー
ナ
の
独
立
ま
で
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
ア
ジ
ア
経
済
』
一
五
巻
二
号
、
昭
和
四
九
年
二
月

「
現
代
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
政
治
的
潮
流
の
変
化
と
そ
の
発
展
方
向
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
高
校
社
会
・
政
治
経
済
・
教
育
ノ
ー
ト
』
（
学
校
図
書
株
式
会
社
）
、
昭
和
四
九
年
五
月

「
現
代
ア
フ
リ
カ
の
政
治
的
潮
流
と
圏
内
の
国
際
政
治
　
　
。
バ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
、
バ
ッ
タ
ス
・
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
、
O
A
U
」
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「
ク
ー
デ
タ
ー
の
構
造
と
軍
部
支
配
」

「
ポ
ル
ト
ガ
ル
植
民
地
の
独
立
と
南
部
ア
フ
リ
カ
の
新
動
向
」

「
非
同
盟
主
義
と
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
高
校
社
会
・

「
ア
フ
リ
カ
の
情
勢
と
日
本
外
交
の
課
題
」

「
南
ア
の
デ
タ
ン
ト
政
策
と
南
部
ア
フ
リ
カ
情
勢
の
将
来
」

「
第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議
の
概
要
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
」

「
ア
フ
リ
カ
問
題
へ
の
視
点
　
　
ア
ン
ゴ
ラ
内
戦
、
南
部
ア
フ
リ
カ
の
解
放
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
ア
ジ
ア

「
国
際
関
係
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
の
焦
点
ー
ア
ン
ゴ
ラ
か
ら
南
部
ア
フ
リ
カ
ヘ
」

「
ア
ン
ゴ
ラ
以
後
の
ア
フ
リ
カ
と
ロ
ー
デ
シ
ア
の
将
来
」

「
南
部
ア
フ
リ
カ
問
題
1
そ
の
現
状
と
将
来
」

「
ブ
ラ
ッ
タ
・
ア
フ
リ
カ
を
め
ぐ
る
米
・
中
・

「
南
部
ア
フ
リ
カ
問
題
の
現
状
と
将
来
」

「
ア
フ
リ
カ
の
紛
争
と
大
国
の
介
入
」

「
現
代
ア
フ
リ
カ
の
紛
争
と
国
際
関
係
」

「
現
代
ア
フ
リ
カ
の
紛
争
と
安
全
保
障
」

ソ
の
対
立
」

　
『
国
際
問
題
』
一
七
三
号
、

　
　
　
『
流
動
』
七
巻
三
号
、

『
世
界
経
済
』
三
〇
巻
三
号
、

政
治
経
済
・
教
育
ノ
ー
ト
』
、

　
　
　
『
公
明
』
一
五
九
号
、

　
『
ア
ジ
ア
』
一
一
巻
三
号
、

『
ア
フ
リ
カ
研
究
』
　
一
五
号
、

そ
し
て
O
A
U
」

・
タ
ォ
ー
タ
リ
i
』

『
高
校
社
会
・

『
国
際
政
治
』

コ
九
七
〇
年
代
に
お
け
る
南
部
ア
フ
リ
カ
の
政
治
変
動
と
国
際
関
係
」

「
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
国
家
建
設
と
ア
フ
リ
カ
性
の
問
題
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
国
民
国
家
の
形
成
と
政
治
文
化
』

「
現
代
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
社
会
主
義
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
　
　
『
国
際
政
治
』

『
日
中
経
済
協
会
会
報
』

（
日
本
国
際
政
治
学
会
）

『
ア
ジ
ア
経
済
』

昭
和
四
九
年
八
月

昭
和
五
〇
年
三
月

昭
和
五
〇
年
三
月

昭
和
五
〇
年
四
月

昭
和
五
〇
年
七
月

昭
和
五
一
年
二
月

昭
和
五
一
年
三
月

　
　
　
　
八
巻
二
号
、
昭
和
五
一
年
四
／
六
月

　
『
ア
ジ
ア
』
一
一
巻
六
号
、
昭
和
五
一
年
七
月

『
世
界
経
済
』
三
一
巻
七
号
、
昭
和
五
一
年
七
月

　
『
三
田
評
論
』
七
六
六
号
、
昭
和
五
二
年
一
月

『
民
族
文
化
』
一
四
巻
一
号
、
昭
和
五
三
年
六
月

政
治
経
済
・
教
育
ノ
ー
ト
』
昭
和
五
三
年
五
月

　
　
　
　
　
　
　
六
三
号
、
昭
和
五
三
年
九
月

　
『
国
際
問
題
』
二
三
二
号
、
昭
和
五
四
年
七
月

　
　
　
　
　
　
六
三
号
、
昭
和
五
四
年
一
〇
月

　
　
　
二
〇
巻
一
二
号
、
昭
和
五
四
年
一
二
月

（
日
本
政
治
学
会
年
報

（
日
本
国
際
政
治
学
会
）

一
九
七
八
）
、
昭
和
五
五
年
三
月

六
五
号
、
昭
和
五
五
年
一
一
月
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「
エ
チ
オ
ピ
ア
革
命
、
一
九
七
四
年
」
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
五
四
巻
三
号
（
遠
峰
四
郎
教
授
退
職
記
念
号
）
、
昭
和
五
六
年
三
月

「
中
東
に
お
け
る
政
治
的
軍
隊
と
軍
部
政
権
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
中
東
通
報
』
二
七
七
号
、
昭
和
五
六
年
七
月

「
現
代
ア
フ
リ
カ
の
政
治
的
潮
流
と
政
治
体
制
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
ア
ジ
ア
労
働
運
動
資
料
』
三
二
号
、
昭
和
五
七
年
二
月

「
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
解
放
調
整
委
員
会
と
南
部
ア
フ
リ
カ
の
解
放
問
題
」
　
　
　
　
『
ア
ジ
ア
経
済
』
二
三
巻
九
号
、
昭
和
五
八
年
九
月

「
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
運
動
と
第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
（
内
山
正
熊
教
授
退
職
記
念
号
）
五
六
巻
三
号
、
昭
和
五
八
年
三
月

「
非
同
盟
運
動
と
ア
フ
リ
カ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
海
外
事
情
』
三
一
巻
七
～
八
号
、
昭
和
五
八
年
七
～
八
月

「
現
代
ア
フ
リ
カ
の
政
治
と
国
際
関
係
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
国
際
問
題
』
二
九
六
号
、
昭
和
五
九
年
一
一
月

「
ソ
ウ
ェ
ト
問
題
小
論
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
教
養
論
叢
』
（
山
崎
照
雄
先
生
退
職
記
念
号
）
六
九
号
、
昭
和
六
〇
年
二
月

「
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
〈
新
憲
法
〉
と
人
種
主
義
の
再
編
成
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
歴
史
評
論
』
四
二
五
号
、
昭
和
六
〇
年
九
月

「
雑
婚
・
背
徳
禁
止
法
廃
止
で
新
た
な
展
望
は
開
け
る
か
1
揺
れ
動
く
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
体
制
と
ボ
タ
政
権
の
将
来
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
世
界
週
報
』
昭
和
六
〇
年
六
月
四
日
号

「
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
と
そ
の
歴
史
的
背
景
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
国
際
間
題
』
三
一
九
号
、
昭
和
六
］
年
一
〇
月

「
日
本
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
研
究
」

　
（
第
八
回
日
中
学
術
交
流
会
議
の
報
告
、
一
九
八
六
年
九
月
二
九
日
～
三
〇
日
　
ホ
テ
ル
　
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
）
『
公
明
』
二
九
九
号
、

　
昭
和
六
一
年
二
一
月

「
シ
ャ
バ
紛
争
の
一
考
察
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
（
石
川
忠
雄
教
授
退
職
記
念
号
）
六
〇
巻
一
号
、
昭
和
六
二
年
一
月

「
日
本
・
ア
フ
リ
カ
関
係
史
の
展
望
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
三
田
評
論
』
八
八
四
号
、
昭
和
六
二
年
八
・
九
月

「
現
代
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
国
家
と
国
民
　
　
リ
ベ
リ
ア
と
エ
チ
オ
ピ
ア
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
第
三
世
界
の
政
治
発
展
』
（
日
本
政
治
学
会
年
報
　
一
九
八
六
）
、
昭
和
六
三
年
一
月

「
現
代
ア
フ
リ
カ
の
政
治
と
国
際
政
治
　
　
そ
の
基
本
問
題
」
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『
国
際
政
治
』
（
日
本
国
際
政
治
学
会
）
八
八
号
、
昭
和
六
三
年
五
月

「
現
代
の
国
際
政
治
と
ア
フ
リ
カ
の
現
実
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
二
巻
六
号
、
平
成
元
年
六
月

「
リ
ビ
ア
・
チ
ャ
ド
合
邦
問
題
と
O
A
U
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
六
三
巻
七
号
、
平
成
二
年
七
月

「
南
ア
フ
リ
カ
の
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
問
題
」

　
　
　
　
　
　
　
　
『
日
本
ア
フ
リ
カ
学
会
会
報
　
別
冊
』
（
日
本
ア
フ
リ
カ
学
会
創
立
二
五
周
年
記
念
講
演
特
集
号
）
、
平
成
三
年
三
月

「
現
代
ア
フ
リ
カ
諸
国
と
民
主
化
の
う
ね
り
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
三
色
旗
』
五
三
一
号
、
平
成
四
年
六
月

「
南
部
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
民
主
化
の
問
題
に
つ
い
て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
ア
ジ
ア
経
済
』
三
三
巻
八
号
、
平
成
四
年
八
月

「
ア
フ
リ
カ
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
関
係
と
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
ー
そ
の
過
去
と
現
在
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
月
刊
　
ア
フ
リ
カ
』
　
三
二
巻
一
二
号
、
平
成
四
年
一
二
月

「
九
〇
年
代
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の
民
主
化
過
程
に
つ
い
て
　
　
民
主
南
ア
フ
リ
カ
会
議
か
ら
全
人
種
選
挙
ま
で
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
（
太
田
俊
太
郎
教
授
退
職
記
念
号
）
六
八
巻
二
号
、
平
成
七
年
二
月

「
ポ
ス
ト
冷
戦
期
ア
フ
リ
カ
の
民
族
紛
争
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
三
田
評
論
』
九
七
一
号
、
平
成
七
年
七
月

「
タ
ン
ザ
ニ
ア
・
ウ
ガ
ン
ダ
戦
争
と
ア
ミ
ン
政
権
の
崩
壊
　
　
二
国
間
戦
争
か
ら
解
放
戦
争
へ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
（
賀
川
俊
彦
教
授
退
職
記
念
号
）
六
八
巻
一
〇
号
、
平
成
七
年
一
〇
月

「
ア
フ
リ
カ
の
民
主
化
と
市
場
経
済
化
」
　
　
　
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
（
臨
時
増
刊
　
9
7
世
界
紛
争
・
テ
ロ
事
典
）
平
成
九
年
一
月
二
七
日
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［
学
会
展
望
・
資
料
等
］

「
一
九
七
二
年
の
歴
史
学
界
・
ア
フ
リ
カ
」

「
一
九
七
三
年
の
歴
史
学
界
・
ア
フ
リ
カ
」

「
一
九
七
四
年
の
歴
史
学
界
・
ア
フ
リ
カ
」

「
第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議
の
概
要
と
ニ
エ
レ
レ
大
統
領
の
開
会
演
説
」

『
史
学
雑
誌
』

『
史
学
雑
誌
』

『
史
学
雑
誌
』

『
法
学
研
究
』

八
二
編
五
号
、

八
三
編
五
号
、

八
四
編
五
号
、

四
八
巻
七
号
、

昭
和
四
八
年
五
月

昭
和
四
九
年
五
月

昭
和
五
〇
年
五
月

昭
和
五
〇
年
七
月



「
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ス
ト
、
ラ
ス
・
マ
コ
ン
ネ
ン
の
横
顔
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
ア
フ
リ
カ
研
究
』
一
六
号
、
昭
和
五
二
年
三
月

「
」
・
K
・
ニ
エ
レ
レ
〈
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
外
国
軍
隊
〉
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
翻
訳
と
解
説
／
井
上
一
明
と
共
同
執
筆
）
『
ア
フ
リ
カ
研
究
』
一
八
号
、
昭
和
五
四
年
三
月

「
ア
フ
リ
カ
研
究
二
〇
年
の
回
顧
と
展
望
ー
政
治
学
」

　
『
ア
フ
リ
カ
研
究
』
（
日
本
ア
フ
リ
カ
学
会
創
立
二
〇
周
年
記
念
特
集
号
・
日
本
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
研
究
の
回
顧
と
展
望
）
二
五
号
、

　
昭
和
五
八
年
三
月

コ
九
八
二
年
の
歴
史
学
界
・
ア
フ
リ
カ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
史
学
雑
誌
』
九
二
編
五
号
、
昭
和
五
八
年
五
月

「
ア
フ
リ
カ
研
究
の
三
〇
年
」
　
　
　
『
ア
フ
リ
カ
　
そ
の
政
治
と
文
化
』
（
小
田
英
郎
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
）
慶
旛
通
信
、
平
成
五
年

＊
書
評
、
座
談
会
、
新
聞
記
事
、
随
想
な
ど
は
す
べ
て
省
略

（
平
成
九
年
八
月
三
］
日
現
在
）

小田英郎教授略歴・i三要業績
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